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イエ ス の 再臨 


イス ラー ム 
と キリ スト 教 


再臨 を 待望 し 
て お り 、 共 に 
その 時 に 起き 
る で あろ う 試 
練 と 苦難 を 予 
期し て いま す 
、 こ れ ら の 試練 の 多く の テー マ は 似通っ て いま す 
が 、 詳 細 と 定義 に 
関し て は 非常 に 異な り ま す 。 双方 の 宗教 は 共に そ 
の 信仰 者 の 共同 体 が 最終 的 な 勝利 者 と な る こと を 
予期 し ます が 、 キ リス ト 教 側 で は 彼ら が 新約 聖書 
の 福音 、 お よ 
び キ リス ト を 「 救 世 主 」、「 神 の 化身 」 で ある と 
信じ る 者 た ち で ある と し 、 一 方 の ムスリム 側 は 唯 
ー・ 真 実 の 神 に 従う 、 純 粋 な 一 神 教 を 信じ る 者 た 
ち で ある こと を 知っ て いま す 。 

双方 の 
宗教 に お いて 、 イ エス の 再臨 の 前 に 様々 な 兆候 が 
現れ る と され て いま す 。 それら は 一 般 的 な 描写 に 
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お いて は 類似 し て いま す が 、 そ の 詳細 は 幾 分 か 異 
な り ま す 。 双 

方 の 宗教 は 共に 、 イ エス の 再臨 に 先がけ 、 ム スリ 
ム か ら は マス イー フ ・ ダ ッ ジ ャ ー ル ( 偽 メ シア ) 
、 そ し て キリ スト 教 か ら は 反 キ リス ト と 呼ば れる 
巨大 か つ 強 力 

な 虚偽 と 誘惑 が 発生 する と し ます 。 こ の 出来 事 の 
前 に は その 他 の 兆候 が 起き 、 そ れ ら に は 不道徳 、 
女 通 、 殺 人 、 犯 罪 、 無 法 、 放 湯 、 そ し て 宗教 離れ 
や 真 の 知識 か 

ら の 遠 の き と いっ た 物事 の 墓 延 が 含ま れる こと で 
、 双 方 の 宗教 は 一 致し て いま す 。 これら の 社会 的 
不安 定 の 後に は 大 量 殺 多 ' の 

戦争 、 自 然 炎 害 が 続々 と 続き ます 。 し か し 、 こ れ 
ら の 詳細 と 発生 時 は 、 同 じ 信 仰 内 に お いて も 大 幅 
に 異な り ま す 。 キ リス ト 教 が 「 再 臨 」 に つい て い 
か に 考え る か 

は 、 ど の よう な 教義 を 持つ か に よっ て 異な り 、 次 
の 四 つ の 見 解 が 有力 的 な も の で す 。 歴史 的 ・ デ ィ 
スベ ペン セ ーション 主義 的 「 前 千年 王国 説 」、 「 黙 
示 録 預言 既成 







































































1 お 互い の 虐殺 と 破壊 。 


説 」、「 後 千年 王国 説 」 そ し て 「 無 千年 王国 説 」 
0 

前 千年 王国 説 

^ に は 、2 つ の 解釈 が 存在 し ます 。 双 方 共に イエ ス 

の 再臨 と 、 反 キリ り リス ト へ の 勝利 の 後 、 革 悪 な 魂 が 
復活 され る まで の 千年 間 、 イ エス が 「 選 民 」 と 共 
に 地上 を 支配 する と し 、 ま た 反 キ リス ト は サタ ン 
を 解放 する 2 

。 双方 は 再臨 の 際 の 出来 事 に 関し て 大 き な 相 違 を 

































































グ ・ 1 に 9 本 
H 来 ます 。 

3 四 つ の 図 は (http ://www. blueletterbible. org/faq) か ら の 
も の で す 。 

4 偽 預 言 者 は 、 サ タン が 取り 居 い た 、 ま た は 影響 され た 反 キ 
リス ト と 混同 され が ち で す が 、 必 ず し も そう と は 言え な い 
よう で す 。 他 の 解 息 で は 彼 を 独立 し た 存在 で ある と し 、 取 
り 虹 か れ た の で も 、 復 活 さ れ ら れ た の で も な く 、 反 キリ ス 
ト で も な いと し ます 。 











世 戸 
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見 せ て いま す 。 





ディ スペ ン セ ーション 主義 ・ 前 千年 王国 説 


歴史 的 ・ 前 千年 王国 謗 

双方 は 反 キ リス ト が 支配 する 試練 の 7 年 間 に お 
いて それ が 起き る こと に 同意 し ます が 、 一 方 は イ 
スラ エル へ の ユダ ヤ 教 徒 の 帰 選 と ソロ モン 神殿 の 
再建 が その 7 年 
間 に 起 きる と し 、 も う 一 方 は イエ ス が エル サレ ム 
を 再び 首都 と し 、 彼 の 支配 期間 に お いて ソロ モン 
神殿 を 再建 する と し ます 。 前 者 で は 、 教 会 の 過去 
の 選民 た ち は 
試練 の 前 に 復活 させ られ 、 再 臨 し た イエ ス と 共に 
統治 する こと に な り 、 誠 実 な ユダ ヤ 教 徒 た らち は 反 
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キリ スト に 立ち 向かい 、 試 練 の 最後 に 死 し た 英雄 
た ちと 共に 復 

活 さ せら れる 、 平 和 と 豊潤 の 時 代 の 先駆 者 で ある 
と し ます 。 後 者 で は 、 す べ て の 選民 た ちの 「 携 挙 
」 が イエ ス の 再臨 と 共に も た ら さ れ 、 そ の 後 も 彼 
ら の 子孫 や そ 

れ に 値する 千年 王国 の 市 民 た ちら に も た ら さ れる と 
9 

最終 的 に は 、 復 活 し た 反 キ リス ト に よっ て サタ ン 
が 解き 放 た れ た と き 、 大 き な 戦 い が サ タン と その 
手下 に よっ て 戦わ れる と 、 偽 預言 者 は 敗れ 、 地 獄 
に 放り 込ま 

れ 、 世 界 の 終わ り が 到来 し ます 。 こ こ で も 、 双 方 
の 解釈 は 異な り ま す 。 歴史 主義 派 は ゴ グ と マ ゴ グ 
こそ が サタ ン が 解き放た れ た 際 に 率い る 国家 で あ 
の 上 当 しま 
す が 、 デ ィ ス ペン セー ショ ン 主 義 派 は サタ ン が 上 騙 
され た 国家 の 軍隊 を 率い る こと に つい て は 同意 し 
ます が 、 ゴ グ と マ ゴ グ は 彼ら に は 含ま れ な いと し 
選 生 9 

悪 の 諸 勢 力 が 敗れ 去っ た と き 、 山 々 は 崩れ 、 地 
球 は 更 地 と な り 、 人 々 に は 審判 が 下さ れ ま す 。 イ 



































































































































$ 双 方 の ケー ス に お いて も 、「 邪 悪 な 諸国 家 」 が ゴ グ と マ ゴ 
グ で ある か どう か に 関わ ら ず 、 そ れ ら が いか に 千年 王国 を 
生け た 
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エス の 真 の 信仰 者 に は 天国 、 そ し て 神 と の 永久 の 
コミ ュ ニ オン が 与え られ 、 不 信仰 者 と 悔 民 し な か 
っ た 罪人 に は 地獄 、 そ し て 神 と の 永 入 の 決別 が 与 
らら 和 の の 人 で) 

黙示 録 預 言 既 成 説 と は 、 前 千年 王国 説 に 対比 す 
る 2 
つの 見 解 に お いて 見 出す こと の 出来 る 一 般 的 な 名 
称 で す 。 それは 審判 に 関し て 、 ソ ロモ ン 神 殿 破 壊 
の 際 に イエ ス の 再臨 が 既に 起き た の で ある と し ま 
9 り 、、 
彼ら は 人 々 の 死 の 際 に 審判 が 下さ れる と 見 な し て 
いる の で す 。 そ れ ゆ え 、 地 球 は 不 減 で あり 、 神 に 
つい て の 信仰 と 真実 を 完璧 に する こと は 、 神 に よ 
っ て 定め られ た 永続 的 な 義務 で ある と し ます 
?。、 験 示 録 預言 既成 説 で は 、 完 璧 化 の 瞬間 に イエ ス 
の 再臨 が 起き 、 彼 は 救済 を 達成 し た 人 々 を 永久 に 
統治 する と され ます 。 

後 千年 王国 説 で は 、 イ エス 
の 千年 間 の 統治 を 逐語 的 で は な く 、 比 只 的 な も の 
と し 、 す で に 始ま っ て いる も の と 見 な し ます 。 イ 
エス は この 瞬間 も 文字 通り 地球 の 王 で あり 、 人 の 
死に 際 し て 裁 















































































































































6 THE PAROUSIA: A Careful Look At The New Testament Doc- 
trine Of The Lord's Second Commg , by James Stuart Russell, 
(1878). 
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き を 下 し 、 キ リス ト 教 会 は 信仰 の 完璧 化 と サタ ン 
の 打倒 の 過程 に ある と し ます 。 そ し て イエ ス が 反 
キリ スト を 倒す た め に 再臨 する と 世界 の 終わ り が 
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Rghteosn and Wicked 
Deaomed ty 1 Dewmaon I 
Treee tr Cmmce E Vad Final Judgment 
到来 し 、 役 
共に 統治 を する 教会 を 設立 する と し ます 。 
後 千年 王国 説 
無 千 年 王国 説 





も 、 千 年 間 の 統治 は 比 只 的 な も の で あり 、 す で に 
確立 し た も の で ある と し ます が 、 前 千年 王国 説 と 
は 異な り 、 審 O 判 の 日 は 善 と 悪 を 切り 離し 、 そ れ ら 
を 永久 に 目的 地 へ と 割り 当て る 日 で ある と 見 な し 
に 














7 See: AMILLENNIALISM, or The truth of the Return of the 
Lord Jesus, by Rev. D. 日 . Kuper. 
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無 千 年 王国 謗 

これ ら の 見 解 は た び た び 部 分 的 に 一 致す る た め 
、 一 つの 教義 が 他 の 教義 と どの よう に 異な る の か 
混乱 され る こと が 多い の で す 。 し か し な が ら 、 そ 
NN イエ ス 統 治 と 彼 の 再臨 の 役 
割 に お ける イス ラー ム 的 見 解 と は 符合 し ませ ん 。 
イス ラー ム で は イエ ス の 再臨 を 、 未 だ 果たさ れ 
て いな い 彼 の 人 生 と 任務 の 完 有 遂 で ある と 見 な し ま 
前 3 
真 の メシ ジア 上 と し て 終末 、 MM 
偽 メ シア を 打倒 する カカ が あり ます 。 彼 に よる 統治 
出し 
も 倒す こと が 
来 ま せん が 、 役 は 神 に 祈り 、 神 自ら 彼ら を 破 減 
させ ます 。 ゴ グ と マ ゴ グ の 最後 が 訪れ る と 、 す べ 
て の 人 々 が 信じ る こと 、 あ る い は 少な く と も 従う 
こと に な る +# 
の 代理 人 と し て の イエ ス の 統治 に よる 世界 的 謀 権 




































































































































































8 これ は 、 彼 が 神 に よっ て 昇天 まで の 間 に 与 えら れ た 使命 の 
こと に 言及 し て いる の で は あり ませ ん 。 イ エス は 死ん だ の 
で は な く 、 そ の 人 生 は 終っ て お ら ず 、 そ の 完遂 も 始ま っ て 
いま せん 。 ヨ ハネ 16:12 で 、 イ エス は (処刑 の 前 夜 祈っ た 所 
と され る ) ゲッ セ マ ネ へ 行く 直前 に 、 こ の こと を ほ の め か 
し て いま す 。「 私 に NSR 
ある が 、 今 あな た が た に は 理解 で き な い 。 
9 





















































が 始ま り ま す 。 彼 は ムハンマド ( 神 の 慈悲 と 祝福 
あれ ) の 教え に よる 神 の 法 (イス ラー ム ) に 基 い 
て 統治 し 、70 一 
NAS この 時 代 に お いて は 、 世 界 
中 の 誰 も が 豊か に な り 、 平 和 が 訪れ ます 。 そ し て 
矯 が 逝 示し 項 章 され た 後 、 すべて の ムスリム は 令 
に 吹か れ 
て この 世 を 去り 、 来 世に 行き ます 。 地 上 に 残る 人 
々 は 不信 仰 者 た ちの み で 、 彼 ら だ けが 地球 の 最後 
記 貞 の 当 だ り 民 ずる と こら 作 な り ま すず 。 
イス ラー ム に よっ て 述べ ら 
れる これ ら の 出来 事 の 多く は 、 ユ ダ ヤ 教 に 
終末 の メシ ア の 概念 と 共通 し ます が 、 0 
ス が 統治 する こと に な る 法 は ムハンマド の も の で 
全 半 < E ビ 
ゼ ( 二 人 に 神 の 称 椿 あれ ) の 法 で ある と し ます 。 
イス ラー ム と ユダ ヤ 教 ( よ 双 方 と や も 、 メ シア の 再臨 
は 地球 の 最後 に お いて 信仰 者 を 本 質 的 に 団結 させ 
る も の で ある 
と 見 な し ます 。 ま た 双方 と も に 彼 の 役割 と は 、 悪 
の 09 お ける 指導 者 で あり 、 こ の 
戦争 の 後に は 神 の 法 と と も に 世界 中 に 平和 が 到来 
昌 
双方 の 相違 点 と は 、 後 の 時 
に 現れ る 人 物 ( 誰 な の か と いう 部 分 か で すら グ 、 ヤ 
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教 に お ける メシ ア と は 、 イ スラ エル と ソロ モン ネ 
殿 、 そ し て すべ て の 儀礼 を 再建 する ユダ ヤ 教 徒 の 
指導 者 で な け 
れ ば な り ま せん が 、 ム スリ ム に と っ て は 純粋 な イ 
スラ ー ム を 代弁 し 、 真 の 信仰 者 と 偽善 者 と を 識別 
する 人 物 な の で す 。 

終末 に お ける メシ ア に 関す る 3 
つの 見 解 は すべ て 、 同 じ 部 分 を 共有 し ます 。 次 の 
四 記 事 で は ムスリム の 未来 観 を 紹介 し ます 。 こ の 
見 解 は 非常 に 明快 で ちり 、 ユ ダ ヤ 教 や キリ スト 教 
と は 違い 、 教 
義 上 の 相違 の 余地 は 非常 に 少な いも の で す 。 真実 
を 見 極め て 受け 入れ 、 虚 偽 を 拒 償 する か どう か は 
、 あ な た 自身 に 委ね られ て いる の で す 。 

キリ スト 教徒 は 現在 イエ ス が 生き て お り 、 多 く 
の 宗派 で は 彼 が 活動 中 で ある と 信じ て いま す 。 ま 
た 彼ら は 、 彼 が すでに 復活 され られ て お り 、 二 度 
と 死す こと は な いと 信じ ます 。 し か し ムスリム の 
見 解 は 、 彼 は も と も と 死ん で お ら ず 、 依 然 と し て 
生き て いる と いう も の で す 。 ク ルアー ン の 中 で 、 
ユダ ヤ 教 徒 が この よう に 主張 し て いる こと が 述べ 
られ て いま す 。 

“わた し た ち は 神 の 使徒 、 マ リア の 子 イ エス ・ 
ギリ ント を 条 し た アデ 















































































































































し か し 神 は それ を 否定 し 、 こ の よう に 節 は 続き 
2 
“だ が 彼ら が 彼 (イエ ス ) を 殺し た の で も な く 
、 ま た 彼 を 十字 架 に か けた の で も な い 。 た だ 彼ら 

に そう 見 えた まで で ある 。.… い や 、 神 は 彼 を 、 御 
側 に 世 さ れ た の で ある 。 神 は 偉 力 な ら び な く 英 明 
で あら れる 。” (クル アー ン 4:157-8) 

この 「 召 され た 」 と いう 表現 は 、 文 字 通 り 物 
的 に 地上 か ら 天 国 へ と 昇天 し た こと を 指し ます 。 
そし て 彼 は 物理 的 に 天使 た ら の 連 に 支え られ て 天 
国 か ら 地 上 に 降臨 する の で す 。 キリスト教徒 は 彼 
が 昇天 し た 際 の 年 齢 を 31 一 33 歳 だ っ た と 推定 し て 
いま す 。 なぜなら 共 観 福音 書 は 、 彼 の 人 生 の 内 の 
1 年 間 を 叙述 し て いる と され て いる か ら で す 。 ヨ 
ハネ の 福音 書 は 、 宣 教 か ら 3 年 間 の 人 生 を 伝え て 
いる と され て いま す 。 そ の 中 で ルカ は この よう に 
述べ て いま す 。 

「 イ エス が 宣教 を 始め られ た と き は お よそ 三 十 
歳 で あっ た 。 イ エス は ヨセフ の 子 と 思わ れ て いた 
.… さて 、 イ エス は 聖霊 に 満ち て 、 ヨ ル ダ ン 川 か ら 
お 帰り に な っ た 。 そ し て 、 荒 れ 野 の 中 を “ 雲 " に よ 
っ て 引き 回 され .…」 (し レ カ 3:23、4:1) 

ムスリム 学者 は それ に 同意 し ます 。 ア ル テ ハ サ 
ン ・ ア ル テ バ スリ ー は 述べ て いま す 。 「 イ エス が 
昇天 し た 際 、 彼 は 34 歳 だ っ た が 、 サ アド ・ ブ ン ・ 
12 






































































































































































































































ムサイ イブ は 「 彼 は 33 歳 だ っ た 』 と 言っ て いる 。 
人 
































“啓典 の 民 の 中 、 彼 の 死ぬ 前 に し っ か り 彼 を 信 
じ る 者 は 一 人 も いな か っ た 。 審判 の 日 に お いて 、 
彼 は 彼ら に と っ て (不利 な ) 証人 と な ろう 。” ( 
クル アー ン 4:139) 

ここ で 、 神 は イエ ス の 昇天 後 、 彼 の 死ぬ 前 に 彼 
を 信じ る 「 啓 典 の 民 」 に つい て 語っ て いま す 。 こ 
こ で は 、 彼 は まだ 死ん で いな いこ と が 示唆 され て 
いま す 。 事実 、 彼 は その 使命 を 達成 する まで 、 ネ 
の 元 で 保護 され て いる の で す 。 神 は クル アー ン に 
6 で この より 人 避 パ C の ま す 。 

“ 神 は (人 間 が ) 死ぬ と その 魂 を 召さ れ 、 ま た 
死な な い 者 も 、 睡 眠 の 間 (それ を 台 し ) 、 か れ が 
死 の 宣告 を な され た 者 の 魂 は 、 そ の まま に 引き 留 
財 その 外 の も の は 定め られ た 時 刻 に 送り 返さ れ 

。 本 当 に この 中 に は 、 反 省 す る 人 びと へ の 種々 
8 ゥ (クル アー ン 39:42) 
まだ 、 こ の よう に も 半 べ られ で いま す 。 

“か れこ そ は 、 夜 間 あ な た が た の 魂 を 世 さ れる 
方 で 、 あ な た が た が 昼間 行っ た こと を 知っ て お ら 
れる 。 ま た か れ は 昼間 、 あ な た が た を 目覚 め さ せ 
、 定 め ら れ た (あな た が た の 生活 の ) 期間 を 全う 





































































































































































































9 Tbn Kathir: S7o77ey の げ 7 万 e 7ope7s: The Story of Jesus, Elevation 


or Crucifixion, D 541. 
13 


な され る 。 それから あな た が た は か れ の 御 許 に 帰 
る 。 そ の 時 か れ は 、 あ な た が た に 自分 が 行っ た こ 
と を 告げ 知ら せる 。” (クル アー ン 6:60) 

「 定 め ら れ た 期間 」 と は 、 神 に と っ て 周知 か つ 
確証 され て いる 私 た ちの 人 生 の 日 数 の こと を 指し 
ます 。 「 召 され る 」 と いう 言葉 は 、 そ の 使徒 が 不 
信仰 に よっ て 飼 迫 を 受け た と き の 、 イ エス に 対す 
る 神 の 約束 の こと で す 。 ク ルアー ン は 、 神 が イコ 
ズ ス に こう 告げ た こと を 教え ます 。 

“われ は あな た を 名 し 、 わ れ の も と に あげ て 、 
不信 仰 者 (の 虚偽 ) か ら 清 め る で あろ う 。" ( ク 
ルアー ン 3:55) 

それ ゆえ 、 神 が イエ ス を 十字 人 架 刑 か ら 救 っ た と 
き 、 神 の 約束 は 果たさ れ 、 イ エス が 地上 に 戻っ て 
き て その 使命 を 全う すれ ば 、 も う 一 つの 約束 も 果 
た され る の で す 。 そ れ が マリ ア の 受胎 告知 に お け 
る 約束 で あっ た こと も 啓 玉 に よっ て 確認 され て い 
る の で ず 。 

“本 当 に 神 は 直接 ご 自身 の 御 言葉 で 、 あ な た に 
吉報 を 伝え られ る 。 マ リア の 子 、 そ の 名 は イエ ス 
・ キ リス ト 、 彼 は 現世 で も 来世 で も 高い 栄誉 を 得 
、 ま た ( 神 の ) 側近 の 一 人 で あろ う 。 彼 は 揺り 籠 
の 中 で も 、 ま た 熱 年 




















































































































































































































00 正しい 者 の 一 人 で あ 

る 。” (クル アー ン 3:43-46) 

30 代 前 半 は 熟年 層 と は 言わ な いこ と か ら 、 こ の 
予言 は 彼 の 再臨 に 際 し て 人 々 に 語る こと を 示唆 し 
て いま す 。 よ っ て 、 こ の 二 番 目 の 約束 ( 彼 が 死ぬ 
前 に は 、 み な 彼 の こと を 信じ る と いう も の ) は 
彼 の 再臨 に お ける 第 二 の 使 人 と いう こと に な り ま 
す 。 彼 が 到来 する と 、 彼 の 年 齢 は 彼 が 去っ た 時 と 
同じ で 、 彼 は その 後 40 年 間 を 生き る こと に な り ま 
す 
"。 預 言 者 ムハンマド ( 神 の 慈悲 と 祝福 あれ ) ! 
こう 述べ で いま す 。 

「 私 と 彼 (イエ ス ) と の 間 に は 駐 言 者 は 現れ な 
か っ た の で あり 、 彼 は や が て 降臨 する で あろ 2 う 。 
彼 は ・・・40 年 間 に 渡っ て 世界 に 留まる で あろ 2 う 

。 その後 彼 は 死に 、 ム スリ ム た ち は 彼 の た め に 葬 
儀 の 礼拝 を 捧げ る で あろ う 。」 (アブ ー・ ダー ウツ 
RS ンマ 人民 ) 





























































































































































































































10 ク ルアー ン に お いて 使用 され て いる 言葉 は 「 吉 年 」 や 「 
老年 」 を 意味 する カ ハ ル で す (Al-Mawrid al Waseet Concise 
Arabic-English Dictionary)。 また Mokhtar Al Sihhah Lexi- 
書 に よる と 、 3 5 歳 以 上 で 白髪 持ち の こと を 指し ます 














con 辞 





11 os/z 7- ル 729gg/ 万 Ag77 6g 7Zyyg7 wg zzoo7777 og 0g た 
7 9- の 7, p. 20. 
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イエ ス は 終末 の 間近 に 再臨 し ます 。 彼 の 降臨 自 
体 が 終末 が 近い と いう 大 き な 兆 師 な の で す 。 クル 
ーー まだ 0 の (CNANCM ま ま 。 

“ 彼 (イエ ス ) は 、 (審判 の ) 時 の 印 の 一 つ で 
ある 。 だ か ら そ の (時 ) に つい て 疑っ て は な ら な 
い 。 そ し て われ に 従え 。” (クル アー ン 43:61) 

彼 の 到来 後 、 二 、 三 の 間違い よう の な い 兆 候 が 
続き ます 。 獣 が 出現 

“まし 、 地 上 か ら は 信仰 者 が 絶滅 

“し て 不信 仰 者 の み が 残 り 、 そ し て 西 か ら 太 陽 が 
の GA 


















































12 ク ルアー ン 27:82 に お いて 予言 され て いま す 。 “彼ら (不正 
者 ) に 対し 御 言葉 が 実現 され る 時 、 わ れ ら は 大 地 か ら 一 獣 
を 現 わ し 、 人 間 た ち が わ が 印 を 信じ な か っ た こと を 告げ さ 
中 上 肖 の に 
13 預 言 者 は こう 言っ て いま す 。 「 そ の と き に な る と 、 神 は 
人 々 の 膝 の 下 を 吹き 抜け る よう な 心地 良い 風 を 吹か せ 、 そ 
れ は すべ て の ムスリム の 生命 を 奪い 、 邪 悪 な 者 た ち し か 生 
き 残 ら ず 、 彼 ら は ロバ の よう に 委 通 を し 、 彼 ら に 終末 が 訪 
れる の で す 。」 ( サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム 
14 預 言 者 は こう 言っ て いま す 。 「 最 初 の 兆 師 と は 西 か ら 現 
れる 太陽 と 、 昼 前 に 人 々 の 前 に 現れ る 獣 で や り 、 そ れ ら の 
うち の 片方 が 先 に 起こ れ ば 、 も う 玉 方 が 直ちに 続く で し ょ 
う 。」 ( サ ヒ ー フ ブ ・ ム スリ ム ) 
16 
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イエ ス の 再臨 も その うち の 一 つ で ある 10 の 大 い 
IA 
す “。 

「 終 末 は 10 の 兆候 を 見 る まで は 訪れ な い 。 煙 、 
偽 メ シア 、 獣 、 西 か ら の 日 の 出 、 マ リア の 子 イ エ 
ス の 降臨 、 ゴ グ ・ マ ゴ グ 、 三 つの 挿 れ 一 一 つ は 東 
、 つ は 西 、 そ し て も 9 一 つ は アラ ビア 半島 が ら 
ーー、 そ し て その 後 ア デン 方 面 か ら 炎 が 立ち 上 が り 
、 信 々 を 最後 の 会 合 の 地 へ と 追い や る の だ 。」 ( 
ア ジマ ド ) 

神 が 我 々 を 不信 仰 か ら お 守り に な り 、 終 未 の 瞬 
間 を 見 届け る 者 た ちの 一 人 と は な さい ませ ん よう 


に 
ーo 








マグ の ディ 
ー と 偽 メ シ 
7 

再臨 の 際 
に は 、 終 末 間 





際 に マハ ディ ー 





1$ こ の 伝承 に お ける 兆候 の 数 々 は 、 実 際 に 起き る 順番 と は 
異な り ま す 。 
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AMG ジッ クジ WS (ツラ ドア 
語 で 偽 メ シア ) が 現れ 、 二 人 に は 試練 と 苦 難 が 関 
連 付 けら れ ま す 。 再臨 に お ける イエ ス の 主要 な 任 
務 と は 、 偽 メシ ア か ら 世 界 を 守り 、 神 の 法 の 元 に 
再 続 一 を する こと な の で す 。 

偽 メ シア が 到来 する 前 に は 、 指 導 者 と し て 全て 
の ムスリム を 統一 する マハ ディ ー が 現れ ます 。 こ 
の 人 物 に 関し 、 預 言 者 ムハンマド ( 神 の 慈悲 と 祝 
福 あ れ ) は 終末 の 前 、 彼 の 部 族 か ら 彼 の 名 前 ( ム 
2N の Rn グン アグ ドッ リッ ツー) で 持つ 人 人物 が ア 
ラブ を 続 治 し 、 抑 圧 と 不正 の 始ま る 前 の 7 年 間 に 
渡り 地球 を 公正 さと 平和 で も っ て 満た す と 述べ て 
いま す 
7 さら に 彼 は 、 マ ハデ ィ ー が ムスリム 国家 に よ 
っ て 支持 され る と も 述べ て いま す 。 































































































16 ア ル テ マ ハデ ィ ー は 、 乏 語 的 に 「 道 を 開く 者 」 を 意味 し 
ます が 、 名 称 と し て は 「 神 に よっ て 真実 に 導 か れ た 者 」 を 
意味 し ます 。 
17 スナ ン ・ ア プー*・ ダ ー ウ ー ド 

18 



























































「 私 の 集団 
の 人 々 は 真実 
の た め に 戦い 
続け る こと を 
止め ず 、 復 活 
の 日 まで 優勢 
。 で あり 続け る 
上 だ ろう 。 そ し 

て も マリア の 
イエ ス が 降臨 し 、 彼 ら (ムスリム ) の 指導 者 は こ 
う 言 うだ ろう 。『 お いで くだ さい 。 そ し て 我々 の 
礼拝 を 先導 し て くだ さい 。』」 ( サ ヒ ー フ ・ ム ス 
リム ) 

それ ゆえ 、 イ エス の 再臨 前 に ムスリム 国家 は 預 
言 者 の 子孫 で ある 人 物 の 元 に 宗教 を 防衛 し 、 彼 は 
イエ ス の 降臨 に よ っ て 中 断 さ れ た 礼拝 の 先 道 を 要 
請 し ます 。 彼 が ムスリム 国家 を 率い る 期間 に つい 

て は 7 年 以内 と され ます が 、 的 確 に は どれ ほど の 
長 さ な の か は 分 か っ て いま せん 。 明らか な の は 、 
マッ カ を 攻撃 し よう と する 軍勢 が 地 中 に 飲み 込ま 
れ た あと 、 彼 は し ぶし ぶ 、 和 群がる 人 々 の 指揮 官 に 
GO 

預言 者 は 述べ て いま す 。 

“カリ フ の 死後 、 不 和 が 発生 し 、 マ ディ ー ナ 
の 民 の 一 人 が マッ カ へ と 諾 難 す る で あろ う 。 マッ 
19 




















カ の 民 の 何人 か は 彼 の 元 に 来 て 、 角 『 と マカ ー ム 
9 の 
上 彼 の 意思 に 反 し て 彼 を 擁立 し 、 彼 に 忠誠 を 
奪う で あろ う 。 す る と 彼 に 対す る 遠征 軍 が シリ ア 
か ら 派 遣 さも れる が 、 そ れ は マッ カ と マデ ィ ー ナ の 
間 の 砂漠 に 飲 
み 込 まれ る で あろ う 。 人 々 が それ を 目撃 する と 、 
シリ ア の 最も 敬 度 な 人 々 、 そ し て イラ ク の 最良 の 
人 々 は 彼 の も と を 訪れ 、 角 と マカ ー ム の 間 で 彼 に 
忠誠 を 署 う の 
で ある 。” (アプ ブー・ ダ ー ウ ー ド ) 
「 ま た 、 い くつ か の 軍事 行動 が ある が 、 そ の 2 う 
ちの 最たる も の は 内 在 分 子 
"に 対す る も の で あり 、 次 に 外 在 分 子 に 対す る も 
の が ある 。 世界 中 の ムスリム の 最強 の 兵士 に よっ 
て 構成 され た 軍隊 が マデ ィ ー ナ か ら 進 軍 し 、 ア ッ 
シャー ふ ム 


































































































18 カ アバ 聖 殿 の 扉 に 最も 近い 角 。 こ の 角 に は 黒石 が 埋め こ 
まれ て いま す 。 
19 マ カー ム ・ イ ブラ ー ヒ ー ム (アブ ラ ハ ム の 立ち 所 ) と は 
、 彼 が カアバ 聖 殿 を 建築 する 際 に 立っ て いた と され る 石 で 
すう 

20 「 カ ルプ 遠征 」 は 、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド に お い 
て 、 ウ ン ム ・ サ ラマ に よっ て 言及 され て いま す 。 
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” の 西側 諸 勢力 か ら の 侵攻 に 対抗 する で あろ う 。 
」 














「 彼 ら が 配列 す 
る と 、 ロ ー マ 人 た ち は こ う 言 いま す 。『 我 々 と 、 
我々 の 中 か ら 捕 虜 を 取っ た 者 た ちの 間 に 立 ち 入 っ 
て は な ら な い 。 共 に 彼ら と 戦 お う 。』 す る と ム ス 
リム た ち は 言 
いま す 。『 い え 、 神 に か け て 、 我 々 は 決し て あな 
た が た の 側 に も 、 ま た は 我々 の 同胞 の 側 に も 立ち 
ませ ん 。 あ な た が た が 彼ら と 戦う こと の 出来 る よ 
0 ト 人 消 和信 有 こき ) 

戦闘 は 3 日 間 、 す べ て の 軍勢 に 多大 な 犠牲 が 』 
る まで 続き 、4 
日 目 に ムスリム 軍 の 残り の 勢力 が 西側 諸 勢 力 を 打 
倒し 、 イ スタ ン ブ ー ル を 征服 し ます 。 兵 士 た ち が 
戦利 品 を 収集 し て いる と き に 、 偽 メシ ア が 到来 し 
肥 ら の 元 に 現 
れる と いう 嘘 の 噂 が 広まる た め 、 彼 ら は シリ ア に 
向かい ます 。 彼 ら が ダマ スカ ス に 到着 する と 、 マ 
ハデ ィ ー は 偽 メ シア の 到来 に 備え た 戦争 の 支度 を 
し 、 侯 メシ ア は 実際 に 姿 を 現す の で す 。 
彼 は 40 日 間 に 渡っ て 地上 に 留まり ます 。 し か し 
、 こ の 40 日 間 は 特別 な が も の で す 。 そ の 初日 の 昼夜 
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21 ア ッ テ ニテ シャー ム と は シリ ア 、 レ バ ノ ン 、 ヨ ル ダ ン 、 バ パレ 
スチ ナ 、 そ し て イラ ク の 一 部 を 有する 地域 の 総称 で す 。 
21 





は 丸 一 年 間 続 き 、 二 日 目 は 丸 一 ヶ月 間 、 三 日 目 は 
丸 一 週間 、 そ し て 残り の 37 日 間 は 通常 通り の 日 々 
9 
"。 この 最後 の 37 日 間 に お いて 、 恐 らく イエ ス は 
現れ る で し ょ う 。 なぜなら 、 彼 は 降臨 し た 直後 に 
偽 メ シア を 殺す か ら で す 。 

偽 メ シア は 東 か ら 現れ 、 そ れ は シリ ア と イラ ク 
の 中 間 地 帯 で 
あり 、 彼 の 出現 は 多岐 に 渡る 様々 な 問題 と 不正 を 
引き 起こ し ます 。 彼 は 風 に 流れ る 雲 の よ うに 多 方 
面 べ へ と 移動 する こと が で き 、 あ る 人 々 の 前 に 現れ 
た か と 思う 

癌 る 人 も 現れ る の で す 
。 彼 に 従う よう 人 々 を 拍 き 、 そ の 折 き に 応 
0 の 生け ほぼ か ら 雨 を 降ら 
せ て 報酬 を 与 
え 、 そ れ は 農産 物 や 家畜 へ の 恵み と な り 、 彼 ら は 
繁栄 し ます 。 彼 の 招き を 拒否 する 者 は 干ばつ 、 飲 
、 そ し て 富 の 損失 に よっ て 損害 を 被り ます 。 彼 
(E き さこ べ 行 さ 


















































































































































22 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム 
23 ム スナ ド ・ ア フ マ ド に お いて 、「 ホ ラス ター ン 」 ま た は 
「 ア スバ ハー ン の ヤ ハ ワ デ ィ ー ア 」 と し て 、 そ の 的 確 な 場 
所 が 報告 され て いま す 。 後 者 は シャ ハリ スタ ー ン と 関連 付 
けら れ ま す 。 

9 


うと 、 そ の 地 の 財 宝 に 呼び か け 、 そ れ ら は 蜜蜂 の 
NN また 彼 は 
ある 男 を 真っ 二 つ に し て 殺し ます が 、 彼 を た ち ま 
生け の こ R/ 
イエ ス の 降臨 と 倫 メシ ア の 死 
こ か ら 見 て 取れ る よう に 、 偽 メシ ア に は 人 々 
を 確信 きせ 、 道 を 踏み 外さ せる 様々 な 奇跡 が 与え 
衝 り 、 大 勢 が 彼 に 従い ます 。 複数 の ハデ ィ 
ス に は 多く の 人 々 、 特 に ユダ ヤ 教 徒 た ち が 自 ら 
を 神 の 代理 人 と 主張 する 彼 を 本 物 の メシ ア と 信じ 
る こと が 言及 され て いま す 
2 ダ 2。 し か し 彼 は すぐ に 自ら が 神 の 力 で ある と 主張 
し 出し 、 や が て 神 自身 で ある と 主張 し ます 
2。 彼 は 世界 中 の 大 部 分 を 支配 し 、 マ ハデ ィ ー と 


























































































































24 ア ナス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク は 、 神 の 使徒 が 次 の よう に 言っ 
た こと を 述べ て いま す 。 「 備 メシ ア は 、 ア スパ ハー ン の 7 万 
人 の ユダ ヤ 教 徒 た ち に よっ て 従わ れる で あろ う 。」 ( サ ヒ 
ー フ ・ ム スリ ム ) 

25 サ ヒー フ ・ ブ ハー リー。 これ に 関す る 根拠 は 間接 的 な も 
の で す 。 ハ ディ ー ス で は 、 偽 メシ ア の 追従 者 た ち が 、 彼 を 
耕 定 する 男 に こう 問い た だ し ます 。 「 お 前 は 

我々 の 主 を 信じ な いと いう の か ?」 そ の 後 彼 を 殺し て 生き 
返ら せ た 偽 メ シア は こう 問い ます 。 「 さ あ 、 こ れ で お 前 は 
私 の 言う 事 を 信じ る の か ?」 同じ 典拠 に よ 
る 、 別 の 二 つ の ハデ ィ ー ス で は 、 預 言 者 ( 神 の 慈悲 と 祝福 
あれ ) は こう 述べ て いま す 。 「 実 に 、 神 の 片方 の 目 は 盲目 

23 


























































































































対 財 す る た め に ダマ スカ ス へ 向かい ます が 、 そ の 














「 神 が マリ ア の 














天使 の 連 に 添 
NII 

















息子 キリ スト を 遣わ す と き 、 
側 に ある 白い ミナ レッ ト の も と に 、 
く 染色 され た 二 着 の 衣服 を まとい 、 両 手 
































彼 は ダマ スカ ス の 東 
サフ ラン で 軽 


時 に 真 の メシ ア で ある イエ ス が 降臨 する の で す 。 








E を 二 人 の 


0 0 8 叶 の 抹 























NR ば る 。 科 の い の に 全 

















死に 、 彼 の 選 

















は 彼 が 見 渡す こと の ! 























洲 の と 人 まで 届く の だ 。 








」 ( 沙 セ ー ア ャ ム え リュ) 


別 の ハデ ィ ー ス (【 
「 礼 拝 の 時 刻 に 























(は どの 6 り ま の 


に な る と 、 マ リア の 子 イ エス は 降 























臨 し 、 彼 ら の 礼拝 を 先導 する だ ろう 。+# 





を 目 に する と 、 あ た か も 塩 が 水 








の 敵 は 彼 








に 浸かっ た か の よ 





で は な い の だ 。 だ が 、 
で 、 そ の 目 は 浮き 上 が 



































偽 メ シア の 右目 は 1 
っ た 攻 僧 の よう で ある 。 























の よう に も 述べ て いま 
) に つい て 、 民 を 警告 
な い 。 彼 は 本 当 に 片 
な く 高 中 で あら れる あ 
」 ここ で 示唆 され て い 
ん な こと を 主張 し よう 



































同 す べき で は な いと いう 











す 。 「 嘘 つき の 片目 の 男 
し な か っ た 預言 者 は い 
で あり 、 そ し て 本 当 に 、 
な た が た の 主 は 片目 で は 
る の は 、 た と え 彼 が ど 
と も 、 私 た ち は 偽 メシ ア 
ご SG9 
24 



























































川 : ま だ Se. 
( 偽 メ シア 


難 力 な ら び 
な い の だ 。 





と 主 と を 混 





溶け 始め る で あろ う 。」 ( サ ヒ ビー フ ・ ム ス 

リム ) 

前 者 の ハデ ィ ー ス は 、 そ の 続き で リッ ダ で 彼ら 
が 対 財 する こと に 言及 し ます 。 
「 彼 (イエ ス ) は 偽 メ シア を 追い か け て 、 リ ッ 
ダ の 門 で 彼 を 捕らえ 、 殺 すす で あ ろ う 。」 ( サ ヒ ー 
フ ・ ム スリ ム ) 

イエ ス は 神 に よっ て も た ら さ れ た 槍 を 用 いて 彼 
を 殺 し や 、 誘 惑 の 影響 力 は 消え 去り ます 。 

「 そ し て 、 神 に よっ て 保護 され て いた 人 々 は マ 
リア の 子 イ エス の 元 を 訪れ 、 彼 は 彼ら の 顔 を 拭い 
、 彼 ら の 楽園 に お ける 階級 を 告げ ば 知ら せる の だ 。 
」 ( サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ) 

これ は 審判 の 日 の 審判 に 関 
する 知ら せ で は あり ませ ん が 、 神 に よっ て イエ ス 
に 与え られ た 知識 で す 。 これ ら の 人 々 は 、 キ リス 
ト 教 の 「 携 挙 」 に お ける 選民 た ち で は な く 、 彼 の 
再臨 を 取り 巻 
く 動 乱 の 時 代 を 生き 抜い た 人 々 で す 。 そ し て これ 
は メシ ア 再 臨 に 関わ る 第 一 幕 に 過ぎ ず 、 次 の 部 で 
さら に 詳し く 述 べら れ ま す 。 


イエ ス の 元 に 樹立 する 神 の 国 
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26 サ ヒ ビー フ ・ ム スリ ム 
25 


偽 

メシ ア の 殺 
害 は 、 彼 に 
追従 し て い 
症 キ リジン ト 
教徒 ・ ユ ダ 
ヤ 教 徒 た ち 
に 大 き な シ 
ョ ッ ク を 与 
えま す 。 彼ら は 騙さ れ て いた こと に 、 よ う や く 気 
付く か ら で す 。 実際 、 
彼 を 殺し た イエ ス の 役割 に より 、 生 き 残 っ た キリ 
スト 教徒 た らち ら の 大 半 は 、 偽 メシ ア が 彼ら 自身 の 啓 
典 に お いて 予言 され て いた 反 キ リス ト だ っ た こと 
を 確信 する よ 
うに な り ま す 。 預言 者 ムハンマド ( 神 の 慈悲 と 祝 
福 あ れ ) は こ う 述 べ て いま す 。 

「 や が て マリ ア の 子 は あな た が た の 間 に 隆 臨 し 
、 ( 神 の 法 に 基づい た 
2 の) 公正 な 裁き を 下す で あろ 2 う 。 彼 は 十字 架 を 破 
閥 し 。、 朋 を 殺す | 、( サ セー デジ ク ・ ダ ハー リー) 











27 ク ルアー ン と ムハンマド の 慣行 に 基づい た 法 で ある シャ 
リー ア に よっ て 、 イ エス は 公正 さと 正義 に 満ち た 統治 を す 
る の で す 。 

















26 


十字 架 の 破壊 は 比 只 的 ある い は 乏 語 的 な も の で 
す 。 つ まり 教会 の 偶像 お よび 和 失 塔 の 十字 架 の 取り 
壊し や 、 宗 教 的 シン ボル と し て 十字 名 の ネッ クレ 
ス を する こと の 禁止 、 ま た は ユダ ヤ 教 徒 の 扇動 に 
よっ て 彼 が 
ロー マ 人 に よっ て 処刑 され た と いう 作り 話 の 否定 
を 意味 し て いる と 考え られ ます 。 同 じ よ うに 、 朋 
を 殺す こと も 比 只 的 また は 乏 語 的 な も の で す 。 そ 
0 
費 を 不可 能 こさ せる 、 すべ て の 懇 の 殺 処 分 を 許す 
Na 遠い 昔 か ら 定 め ら れ て いた よう 


(に 


3、 神 に よる 禁忌 の 法律 を 再度 施行 する こと を 意 
器 ずる で も よう 。 

「… そ し て ジ ズ ヤ が 撤廃 さき れる で あろ う 。」 ( 
委 ー グ デリ と 9 
また 、 ユ ダ ヤ 教 徒 た ちの 生命 が 大 量 に 失わ れ た 















































後 

の 彼ら の 指導 者 の 死 は 、 そ れ が 彼ら に と っ て の 虚 

NII 
に よる 自身 の 神 性 の 主張 は 、 既 に 彼ら の 心中 

符 秘 6 

させ て いた の で し ょ う 。 彼ら が 神 の 導き に 立ち 返 






















































































28 そ の こと は トー ラー と クル アー ン の 双方 に お いて 記録 さ 
れ て いま す 。 
27 


り 。、 ゼ に 人 徒 お な の より に な る と と に より 、 非 へ 
スリ ム が 神 の 意志 に 服従 せ ず に 済む 手段 で ある ジ 
ズ ヤ 

2 の 支払 い は 、 イ エス に よっ て 廃止 され る こと が 
宣言 され ます ?"。 

ジ ズ ヤ の 支払 い が 認 め ら れ な いよ うに な る こと は 
、 た だ 一 つの 宗教 以外 は すべ て 根絶 さま れる こと が 
明示 され て いま す 。 族 典 の 民 は 、 イ エス が 施行 す 
の 2 ベター 

法 に 従う こと が 求め られ 、 そ れ を 拒否 する 頑 迷 な 
者 た ち は 、 彼 ら の 廃れ た 過去 の 宗教 を 保持 し 続け 
る こと が 許さ れず 、 追 跡 さ れ て 処刑 され る で し ょ 
フ 。 

「 終 未 は ムスリム た ち が ユ ダ ヤ 教 徒 た 

ちと 戦い 、 彼 ら を 殺す まで は 訪れ な い 。 ユダヤ 教 










































































29 ジ ズ ヤ と は 、 啓 典 の 民 か ら 徴 収 さ れる 人 頭 税 で あり 、 彼 
SN ム 国 家 の 一 員 と し て 保 
准 さ れ 、 信 教 の 自由 が 認め られ る も の で す 。 

30 神 

は 「 ア ル = テ フル カー ン 」 と いう 言葉 を 用 いて ムハンマド ( 

神 の 慈悲 と 祝福 あれ ) に 啓示 され た も の 、 そ し て モー ゼ と 

アロ ン 、 ま た その 他 の 預言 者 た ち に 暦 示さ れ 

た ゃ も の に 一 括 し て 言及 し て いま す 。 律 法学 者 に よる 加筆 や 

解釈 に よっ て 改ざん され な か っ た 元 来 の 教え の 多く は 

の 法 の 最終 的 な 形態 で ある 最後 の 預言 者 に 

よっ て 制定 され た 法 に 先行 ・ 調 和 す る も の で す 。 

28 























































































































徒 た ち は 石 や 木 の 陰 に 避難 する が 、 石 や 木 は こう 5 
言い 出す だ ろう 。 『 神 の 僕 よ 、 こ こ に は ( 頑 迷 な 
) ユダ ヤ 教 徒 
が いる ぞ 。 こ こ に 来 て 彼 を 仕留め る の だ ! 』 し か 
し ガル カド の 木 は 部 分 的 な ユダ ヤ 教 徒 で や る た め 
。 補 れ らき 是 を 間 の な い だ ろ 9 う 。」 (ビー ア ャ 
ムスリム ) 

この 段階 に お いて は 、 ム スリ ム で も 啓典 の 民 で 
も な い 人 々 の 運命 に つい て は 言及 され て いま せん 
が 、 彼 ら の 一 部 も イエ ス の 統治 に 入る か 、 死 ぬこ 
と に な る で し ょ う 。 そ の 他 の 者 た ち は 吉 らく 、 ゴ 
グ ・ マ ゴ グ と され る 民 に よっ て 破滅 が も た ら さ れ 
の 2 で し よう 。 

ゴ グ と マ ゴ グ ! の 侵攻 

ゴ グ と マ ゴ グ が 正確 に は 誰 を 指す の か は 知ら れ 
て いま せん が 、 真 正伝 承 集 で ある ハデ ィ ー ス ( サ 
セー ププ ハー リー と サビ ー ブ ・ ム スリ ム ) で は 
、 人 間 の 諸国 家 
- の こと で ある と し て いま す 。 彼 ら に 関し て クル 
7 と Oh ます 



























































31 当 ダ と マヨ ダグ は ほ 、 ア ラビ ピア 語 で は それ ぞ れ ヤ ア ジョ ュー ジ 

ュ ・ マ アジ ュー ジュ と 呼ば れ ま す 。 

32 預 言 者 は 述べ て いま す 。 「 あ な た が た の 中 か ら は 二 つ の 

国家 が 現れ 、 近 づく 者 すべ て を その 群衆 の 数 に よっ て 圧倒 

する の だ 。 ヤ アジ ュー ジュ と マ ア ジュ ー ジ ュ で ある 。」 
29 
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彼 が 2 つの 山 の 間 に 来 た 時 、 彼 は その 術 に ほ 
と ん ど 言 葉 を 解 し な い 一 種族 を 見 付け た 。 彼 ら は 
つた だ 。、 リ ペル み ルナ イン よ 、 ヤギ アグ シュ ーシュ 
と マ ア ジュ ー ジ ュ が 、 こ の 国 で 悪 を 働い て いま す 
。 それで 私 た ち は 税 を 納め ます か ら 、 防 壁 を 築い 
て 下さ いま せん か 。」” (クル アー ン 18:93-94) 

ズル テカ ルナ イン が 彼ら の 要望 を (報酬 を 求め 
る こと な く ) 承諾 する と 、 彼 は 彼ら に こう 言い ま 
9 

































































“「 こ れ は 、 私 の 主 か ら の 御 慈 悲 で あや る 。 し 
か し 主 の 約束 が や っ て 来る 時 、 か れ は それ を 粉々 
に され よう 。 私 の 主 の 御 約束 は 真実 で ある 。」 そ 
の 日 われ は 、 人 を 御 互い に 押し 寄せ る 波 の よう に 
まかせ よう 。” (クル アー ン 18:98-99) 

これ は 、 イ エス は 元 ユ ダ ヤ 教 徒 と キリ スト 教徒 
か ら の 忠誠 の 奪い を 受け る も の の 、 彼 ら ( ゴ グ ・ 
マ ゴ グ ) は その 統治 下 に は な い 人 々 で ある こと を 
UDG まき SS の も C で コグ ああ マコ ヨク こそ が 。 イ ほ 
ス が も た ら す 平和 的 な 統治 の 前 に 襲来 する 、 信 仰 
者 た ち に と っ て の 最後 の 脅威 と な る の で す 。 ク ル 
ID NSIM まず 

や 
アジ ュー ジュ と マ ア ジュ ー ジ ュ が 解放 き ほれ て 、 ど 
の 丘 か ら も 勢い よく 下っ て 来る 時 まで は 。 真実 の 
約束 は 近付い て いる の で ある 。 見 な さ ぃ 。 信仰 し 


30 












































な い ぃ 者 の 目 は 
でき (言う で あろ ウル 。 上 ああ 、 情 は ない 
se 系 半 お 信 と の こよ を 束 の に し で て まし だ w 補 
S 松 だ た お は 小 表 な 者 で し た 。 コ デア (クル デー シ 21.9 
6-97) 

イエ ス で すら ゴ グ と マ ゴ グ の 襲来 に は 抵抗 する 
ここ あお が 用 来 ま せん 。 まる で イナ ジコ の 天 群 の め よ うに た 
、 彼 ら が 通過 し た 場所 は 壊滅 的 な 被害 が 与え られ 
朱 9 

アブ ー・ サ イー ド ・ ア ル テ フ ドリー は 、 導 言 者 
の 言葉 と し て 、 和 牛 や 羊 を 連れ た ムスリム た ちの み 
が 都市 や 要塞 に 人 避難 し 、 猛 を 耐 え ぬ く こ と が | 
来る 必 いう こと を 偽 え で いま すず 
33 その ハデ ィ ー ス は 以下 の も の で す 。 
神 は マリ ア の 子 イ エス に 啓示 を 下す で あろ 2 う 。 
「 わ れ は 、 わ れ の 創造 の 誰 一 人 と し て 戦う こと の 
来 な い 人 々 を も た ら そ う 。 トゥー ル 山 に われ の 
崇拝 者 た ち を 連れ て 行く の だ 。” ( サ ヒ ー フ ・ ム 
3 8 ) 
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コグ と マラ コグ し 
その あま り に 巨大 
な 軍勢 か ら 、 彼 ら 
の 軍隊 の 前 列 が 湖 
か ら 水 を 飲み 、 後 
列 が そこ を 通過 す 
る 頃 に な る と 、 こ 
う 言 っ て 嘆き 悲し 
% む 5 程 で すず 。 ! こ とこ 
き に は か つて 水 が あ 

っ た の だ 。」 彼ら 
の 要 寒 と 休 難 地 に 
入 の た みえ メリ ムル 
外 は 皆殺し に され 、 こ の よう な 宣言 が され ます 。 
「 我 々 は 地球 の 人 々 を 征服 し た 。 天 国 の 人 々 (の 
打倒 ) が 残る の み で ある 。」 そ し て 彼ら は 天 に 向 
け て 弓矢 を 放つ と 、 そ れ ら は 血まみれ に な っ て 地 
上 に 落ち て くる の で すず 。 

ゴ グ と マ ゴ グ は 勝利 を 勝ち と っ た と 勘違い し ま 
す が 、 彼 ら の 僚 慢 さ は 油 落 に つなが り ま す 。 彼ら 
の 武器 の 血 は 、 神 か ら の 試練 どっ た の で す 。 次 の 
部 で は 、 い か に ゴ グ と マ ゴ グ が 倒さ れ 、 そ の 後 は 
何 が 起こ る の か に つい て 述べ られ ます 。 
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ゴ グ と マ ゴ グ の 最後 

SO に ムスリム た ち を 要塞 や 避難 
地 に 追い 詰め 、 空 か ら 落 ち て きた 彼ら の 矢 が 血 ま 
みれ に な っ て いる の を 見 る と 、 彼 ら は ムスリム た 

に 対す る 勝利 を 確信 し ます 。 し か し 、 そ の 夜 に 
な る と 、 次 の 事件 が 起き る の で す 。 

「 イ エス と 教 友 た ち は 神 の 助け を 求め 、 神 は 彼 
ら ( ゴ グ と マ ゴ グ ) に 対し て 、 彼 ら の 首 元 を 攻撃 
する 由 虫 を 遣わ むす 。 そ し て 翌朝 、 彼 ら は 全滅 する 
の で ある 。 」 (サビ ー ツ ア *・ ム みり リム ) 

大 群 が 全 滅 し た こと を 知ら な い ム スリ ム た ち は 
、 要 塞 の 中 か ら 外 に いる 敵 の 様子 を 伺う た め の 債 
察 隊 の 志願 者 を 呼び か け ま す 。 死 を 覚悟 し た 志願 
者 た ち は 、 敵 が 全滅 し て いる の を 発見 する と 、 こ 
の よう に 呼び か け ま す 。 「 ム スリ ム た ちよ ! 喜ぶ 
の だ ! 神 は 我々 に 勝利 を 授け て くだ さっ た ぞ ! 














































































































イエ ス と トゥー ル 山 に 人 遊 難 を し た 人 々 が 山 を 降 
り 
る と 、 彼 ら も 同様 の 光 基 を 目 に し ます が 、 彼 ら の 
間 の お の の 
、 そ の 強烈 な 死 貞 が 漂っ て いま す 。 そ れ は 非常 に 
不快 か つ 健 康 
へ の 悪影響 も ある こと か ら 、 イ エス は 再び 神 に 祈 
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り 、 神 は 巨大 な 鳥 を 遣わ むし それ ら の 死体 を 運び 去 
り ?、 太 陽 の 昇る 方 角 の 海 に 投げ 込み ます 。 

その 後 

その 後 、 神 は 40 日 間 に 渡っ て 、 す べ て に 降り 注 
ぐ 豪 雨 を 隆 ら せま す 。 洪水 と は 異な り 、 そ の 降雨 
は 有益 な も の と な り ま す 。 

「 地 上 は 鏡 の よう に な る まで 洗い 流さ れ ま す 。 
それ か ら 神 は 地球 に 命じ ます 。『 果 実 を 実ら せ 、 
祝福 を 回 復 せ よ 。』」 ( サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ) 
ムスリム は 再び 家畜 を 放牧 させ 、 そ こ に ある 牧 
草 は 過去 の どん な 牧草 より も 家畜 を よく 肥え させ 
ます 
7. 果樹 園 か ちら は か つ て 見 た こと も な いよ うな 大 
き さ と 質 の 果物 が 採れ る よう に な り 、 乳 生か ら は 
豊富 な 良質 の 乳 が 出 て 、 誰 一 人 その 欠乏 を みる こ 
と は あり ませ ん ず 。 

ゴ グ と マ ゴ グ の 貞 来 の 益 と は 、 不 信仰 者 の 根絶 
に よる 信仰 者 国家 の 樹立 、 そ し て 彼ら の 襲来 と 全 
滅 に よる 死 骨 を 肥料 と し 、 そ こ は 豊 潤 な 土地 と な 
る こと で す 。 富 は 有り 余る よう に な り 、 人 々 は 喜 
捨 の 対象 を 見 つけ る こと が 出来 な く な る 程 で す 
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?。 ア ブー・ フ ライ ラ は 、 預 言 者 ( 神 の 慈悲 と 祝 
福 あ れ ) が この よう に 述べ た こと を 報告 し て いま 
すず 、 

「… そ し て ジ ズ ヤ は な く な る で あろ う 。 人 金銭 は 
誰 一 人 と し て それ を ( 豆 捨 と し て ) 受け 取ら な い 
程 に 豊富 と な る で あろ う 。」 ( サ ヒ ー フ ・ プ ハー 
を 
損害 と な る の は 男性 人 口 の 減少 で や り 、 そ れ は 
男女 比 に 不 均衡 を も た らし ます 。 お そら くそ の 原 
因 は 戦死 者 か ら 来 る も の で 、 第 二 次 世 界 大 戦後 で 
も 見 られ た よう に 、 女 性 人 口 は 男性 の それ を は る 
か に 上 回 る こと に な り ま すぐ 

イエ ス の 統治 と 彼 の 死 

イエ ス ( 神 の 平安 あれ ) に よる 統治 は 、 ム ハン 
マ ド の も た らし た 法 に 基づい た も の と な り ま す 。 
この こと は 、 神 が すべ て の 預言 者 た ち に 匠 約 させ 
定 に の あーRU ます グル ゲー ルン に OMC こ の ゆい 」 
うに 述べ られ て いま す 。 

“ 神 
が 預言 者 た ちと 約束 され た 時 を 思え 。 (か れ は 仰 






























































39 同上 
40 男 性 人 口 の 減少 は 非常 に 深刻 だ っ た こと か ら 、1948 年 に 
ミュ ン ヘ ン で 開か れ た 国際 青少年 会 議 で は 、 女 性 人 口 の 過 
剰 分 を 補う た め 、 一 夫 多 妻 制 の 採用 が その 対策 と し て 提唱 
され た ほど で す 。 
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せら れ た ) 。 「 わ れ は 典 と 英知 と を あな た が た 
に 授け る 。 その後 で 、 あ な た が た が 持つ (啓典 ) 
を 実証 する た 
め 、 一 人 の 使徒 が あな た が た の と ころ に 来る で あ 
ろう 。 (その 時 ) あな た が た は 彼 を 信じ 、 彼 を 助 
け な さ い 。」 か れ は 仰せ られ た 。 「 あ な た が た は 
これ を 承知 す 
る か 。 こ の こと に つい て 、 わ れ と 固い 約束 を する 
か 」 彼ら は 申し 上 げた 、「 承 知 し まし た 」 「 そ れ 
な ら あ な た が た は 証言 し な さい 。 わ れ も あ な た が 
た と 共に 立証 
直 ⑨)、」 ど 八 科 ら れ た だ た“ で クルル ア デーン 9.81) 

し た が っ て イエ ス の 統治 は 神 と の 約束 に 準じ た 
お 寒 の 。 包 衝 は アウ ーッ アジ イン に よら る 報 
告 さ れ た 預言 者 に よる 説明 に よっ て 裏付け られ て 
いま す 。 預言 者 は こう 述べ て いま す 。 
神 の 使徒 は 言っ た 。 「 マ リア の 子 が あな た が た 
の 間 に 降 臨 し 、 あ な た が た を 先導 する と き 、 ど う 
する と いう の か ?」 

教 友 の 一 人 、 イ ブン ・ ア ブー・ ス イー ブ は 尋ね 
水 だ 。 
彼 が 「 あ な た が た を 先導 する 」 と は どう いう 意 
味 必 が る 

が アー ツジ イラ は 人 答 で いま すす) 
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「 彼 は あな た の 主 一 か れ は 至高 に 称賛 され 
る 御方 一 の 書 と 、 あ な た の 使徒 の 慣習 に 基 い た 先 
導 を する の で す 。」“ 
彼 の 統治 に よっ て 人 々 の 間 に は お 互い へ の 敬意 
と 平和 、 そ し て 第 栄 が も た ら さ れ ま す 。 別 の ハデ 
の 72 の 2 の タメ グイ ジグ ら の に の 全 ポ の ) 
ます 
「 遺 恨 、 お 互い へ の 敵意 、 災 婦 は 消え 和 失せ 、 彼 
(イエ ス ) が 人 々 を 集め て 富 を 分 配 し よう と し て 
お 誰 る 受け は 取 の の で し が で し ょ よう 。 | (の モ 
ーッ ャ アバ ペー リー) 

少な く と も 7 年 間 続 く 人 々 の 間 の 憎しみ の 消失 
は 、 相 対 的 な も の で は な く 、 絶 対 的 な か も の で す 。 
その 間 、 人 々 は お 互い に 怒る こと も な く な り 
ぞ 、 彼 ら の 間 で は 「 平 和 」 の 挨拶 が 交わ され ます 
。 事実 、 信 心 深 さと 敬 上 度 さ は 各 人 に と っ て 必要 な 
KOD0 で 

「 (礼拝 に お ける ) 神 へ の 一 回 の 跳 礼 は 、 世 界 
と その 中 に ある すべ て の も の に 勝る の で ある 。」 
( サ ヒ ー フ ・ ブ ハー リー) 

イエ ス 自 身 は イス ラー ム の シャ リー ア の み を 用 
いて 統治 する だ け で な く 、 彼 は すべ て の イス ラー 
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ム の 柱 を 完遂 させ ます 。 預言 者 ムハンマド は 述べ 
て いま す 。 

「 私 の 魂 が その 御手 に 委ね られ て いる 御方 に 玖 
2 て 。 マリ ルリ ア の 手 は パッ シ が ツムラ 
や 、 ま た は 双方 に お いて 、 ラ ウ ハ の 谷 (マデ ィ ー 
ナ 近 郊 の 谷 ) で 神 の 御名 を 唱え る で あろ う 。」 ( 
サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム ) 

そし て 彼 の 再臨 か ら 40 年 が 過ぎ る と 彼 は 死に 、 
ムスリム は 彼 の 葬儀 の 礼拝 を 捧げ ます 
そし て この 瞬間 こそ は 、 神 が クル アー ン に お 
いて 言及 され て いる 人 箇所 な の で す 。 

“啓典 の 民 の 中 、 彼 の 死ぬ 前 に し っ か り 彼 を 
信 や る 者 は 一 人 も いな か っ た 。"” (クル アー ン 4: 
159) 

神 の 御 意 で あれ ば 、 す べ て の 人 々 は 唯一 の 啓 頻 
守 2 の の (SA の きたし つう 。 
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43 こ れ ら は マッ カ の 聖典 で 行う 大 小 の 巡礼 の 名 称 で あり 、 
前 者 は イス ラー ム の 柱 の 一 つと し て 義務 と され る 儀礼 で す 














44 ア ブー・ フ ライ ラ は 聞 言 者 ( 神 の 慈悲 と 祝福 あれ ) が 次 
の よう に 述べ た こと を 伝え て いま す 。 「 役 (イエ ス ) は 地 
上 で 40 年 間 生 き 、 そ れ か ら 死 ぬ で あろ う 。 ム スリ ム た ち は 
彼 の 葬儀 の 礼拝 を する で あろ う 。」 ( ム ス ナ ド ・ ア フ マ ャ ド 
ce の のり 
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結論 

以上 か ら 分 か る よう に 、 イ エス の 再臨 は 非常 に 
居 
大 な 出来 事 と な り 、 実 に 特別 な 事件 が 次 々 と 起こ 
る た め 、 そ れ ら を お と ぎ 話 の よう に 感じ る 方 も い 
る か も し れ ま せん 。 イ エス は 世界 中 が 神 の 助け を 
必要 と する 時 
代 に や っ て 来 ま す 。 こ の 助け は イエ ス と 共に も た 
ら さ れ ま す が 、 そ の 時 代 に お ける 試練 は あま り に 
も 大 きす ぎる た め に 彼 自 身 で さえ 直面 する こと が 
出来 ず 、 追 従 
者 た ちと 山 の 山頂 へ と 避 難 し な けれ ば な な い 程 で 
す 。 そ の と き 、 た だ 神 の み が 人 類 を 救う こと に な 
る の で す 。 神 に よる この 助け は 、 人 類 に と っ て の 
最大 の 試練 に 
終止 符 を 打つ た め に も た ら さ れる だ け で な く 、 神 
の 真実 を 明白 に させ 、 偽 メシ ア 、 ゴ グ ・ マ ゴ グ な 
ど と いっ た すべ て の 虚 備 の 幕 を 閉じ 、 人 は 皆 、 真 
の 神 の 宗教 の 

に 一 致 団結 する こと に な る の で す 。 
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